
ス マ ー ト シ テ ィ 西 条 関 係 事 業

ＩＣＴを活用し、地域の誰もがつながり、安全・安心に、豊かで快適な生活を送れることのできるまちづ
くりをすすめ、そのメリットをすべての市民が享受できる「スマートシティ西条」の構築を目指します。

（単位：千円）

スケジュール等 資料ページ

1 わくわく健康ポイント事業

募集人数：300人（30歳以上の市民）

参 加 費：3,000円

募集期間：6月15日（金）～6月30日（土）

申込方法：Web申込

１ページ

2 子育てモバイルサービス事業
運用開始：7月1日（日）～

２ページ

3
スマートフォンを活用した

　ゆるやかな高齢者への見守り支援事業

対象地域：東予西・河北中学校区

募集人数：10名

募集期間：6月1日（金）～6月15日（金）

実施期間：7月1日（日）～3月31日（日）

３ページ

4 聴覚障がい者支援用タブレット端末導入事業

設置場所：本庁社会福祉課及び

　　　　　総合支所市民福祉課

設置台数：各1台（計4台）

設置期間：6月1日（金）～

４ページ

5 成人健康診査予約システム導入事業

運用開始：6月1日（金）～

申込方法：Web申込 ５ページ

6
コミュニケーション・ロボットを活用した

　ゆるやかな高齢者への見守り支援事業

募集人員：10名（決定済）

実施時期：7月1日（日）～9月30日（日）
６ページ

7 ＩＣＴを活用したスマートスクール実証事業

事業期間：平成29年度～平成31年度

モデル校：神戸小学校、壬生川小学校、

　　　　　西条東中学校

7ページ

事業名

登録料：無料

※一部のサービスは登録不要



●ポイントのため方
歩く
活動量計やスマートフォンアプリで歩数を計測。
・１日歩数1,000歩以上…2ポイント/日～（最大10ポイント）

参加する
健康セミナー参加、検診の受診などでもポイント加算
・健康セミナー参加…100ポイント
・健康診断受診…500ポイント
・がん検診受診…100ポイント/一種（最大3種まで）

測る
体組成計での計測。健康データの改善が見られた場
合にもポイントがたまります。
・体組成計測定…10ポイント（最大月1回）
・体組成改善…1,000ポイント など

●ポイントがたまったら
１ポイント＝1円換算で素敵な商品に交換できます。

A. 全国共通商品券
市オリジナルデザインの商品券

B. 健康グッズ
家庭用体組成計など

C. 寄附
学校図書など、市が行う事業へ寄付

申込期間 平成30年6月15日（金）～6月30日（土）
参加条件 満30歳以上の市民（平成30年4月1日現在）で、

7月の説明会と以降のプログラムに参加可能な方
定 員 300人（応募者多数時は運動習慣のない人を優先して抽選）
参加料 3,000円
申込方法 Web申込
運用開始 平成30年7月25日（水）予定

運動,休養,食事で元気になる拠点 測定、データ送信拠点
＝４保健センター＆公民館（橘・三芳・中川・石根）

インセンティブ制度を導入し、利用者の

新規開拓・継続のモチベーション維持を図る

スマートシティ構築トライアル事業

「わくわく健康ポイント事業」

活動量計やスマートフォンアプリを活用し、ウォーキングや健康セミナーへの参加、健康診断受診等により商
品券等と交換可能なポイントを付与することで、市民の健康意識や運動継続意欲の向上を図り、生活の質
（QOL）改善と健康寿命の延伸を目指します。
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成果が見えて
楽しい！

ポイントが貯まる！

使える！続けられる

データ送信
歩数記録を更新

活動量計

血圧計

タブレット

「Loppi]設置のコンビニで
も送信可能

体組成計
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子育て家庭

西条市

子育て情報
の発信

① 行政情報の発信

悩みなどを投稿

接種漏れの防止

子育て支援施設

施設の円滑な利用

社会全体で子育てを応援

地域社会

スマートシティ構築トライアル事業

「子育てモバイルサービス事業」

③ 予防接種スケジューラ・
予防接種情報の提供

② メール配信

⑦ 施設情報の検索

⑤ 乳幼児健診スケジューラ

⑥ 成長記録
（電子母子手帳）

保健センター

母子保健事業の推進

お出かけ先でも
子育て情報を入手

２

④ 双方向掲示板

経験に基づく
アドバイス等

専門家の意見等
による回答

医療機関
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スマートシティ構築トライアル事業
「スマートフォンを活用したゆるやかな高齢者への見守り支援事業」

１ 目的
 ICT（情報通信技術）を活用し高齢者の位置情報を自動的に把握できるシステムを構築して、認知症や高齢者の外出時の安
全・安心を確保します。

 認知症高齢者が行方不明になった際、警察・消防だけでなく、地域コミュニティや地域に根差した関係機関の協力のもと、
地域全体で認知症高齢者を見守ります。

 ネットワークの整備により、認知症高齢者及びその家族がお互いに住み慣れた地域で安心して生活できるような地域共生社
会を構築します。

２ 対象者
東予西・河北中学校区に在宅で生活している
認知症高齢者で徘徊の恐れのある者 10名程度

３ 協力者
自治会員や老人クラブ会員などの地域住民

４ 実施内容
対象者は常時身に付ける帽子や靴などにブルートゥース

を発信するタグを身に付け、見守りアプリ(MAMORIO)を
インストールした協力者が、徘徊した対象者に接近した場
合に電波を受信して、位置情報を確認します。

□ 検証実験（トライアル）：平成30年 7月開始

□ 認知症高齢者徘徊捜索模擬訓練：平成30年10月実施
（予定）

(イメージ)

西条市役所警察署

西条市消防本部

危機管理課

西条市地域包括支援センター

自治会

老人クラブ

婦人会民生児童委員

消防団

アプリ
ダウンロード
による協力
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窓口サービスにおける聴覚障がい者等との円滑なコミュニケーションを図るために、遠隔手話が可能なタブ
レット端末を本庁と各総合支所に導入します。
窓口での困りごとを解消し、障がい者や高齢者に配慮した行政サービスに努めます。

導入場所 本庁社会福祉課 1台、
総合支所市民福祉課 各１台

市内の聴覚障がい者約460名
本庁社会福祉課の手話通訳者（１名）が対応

本
庁

手話通訳者

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

耳の不自由なお客様などが来庁した場合、
本庁の手話通訳者を呼び出し、
タブレットを介して窓口対応を行います。

スマートシティ構築関連事業
「聴覚障がい者支援用タブレット端末導入事業」

４

平成30年6月1日（金）～運用開始

http://www.google.co.jp/url?url=http://iconhoihoi.oops.jp/item/2010/08/63-building3-blue.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CB4QwW4wBGoVChMInaKxkeHmxwIVRiOUCh2zjgSM&usg=AFQjCNFncILxfdQbmOvUIrKYIZytZpIM3Q
http://www.google.co.jp/url?url=http://iconhoihoi.oops.jp/item/2011/07/120-city-red.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CBYQwW4wAGoVChMInaKxkeHmxwIVRiOUCh2zjgSM&usg=AFQjCNG-XPMCBbhxKr91TmpyYktyufFvYg
http://www.google.co.jp/url?url=http://iconhoihoi.oops.jp/item/2010/08/63-building3-blue.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CB4QwW4wBGoVChMInaKxkeHmxwIVRiOUCh2zjgSM&usg=AFQjCNFncILxfdQbmOvUIrKYIZytZpIM3Q
http://www.google.co.jp/url?url=http://iconhoihoi.oops.jp/item/2010/08/63-building3-blue.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CB4QwW4wBGoVChMInaKxkeHmxwIVRiOUCh2zjgSM&usg=AFQjCNFncILxfdQbmOvUIrKYIZytZpIM3Q


※四国の自治体で初めての取り組みです。

従来、総合健康診断（集団健診）は、執務時間中に保
健センターの窓口や電話で予約を受け付けていましたが、
夜間や土日は利用できませんでした。仕事をしている方
にとっては不便なため、パソコンやスマートフォン等か
ら24時間利用できるインターネット予約を導入します。

このことにより、市民の利便性の向上が図られるとと
もに、職員の電話対応件数の減少、予約情報の管理シス
テムへの入力の手間の省略等業務の効率化も図ることが
でき、その分一層の住民サービス向上が見込まれます。

予約サイトの運用開始日 平成30年6月1日（金）～
申込方法 インターネット予約

URL https://city-saijo-.secure.force.com/

（右QRコード）

インターネット予約ができる健診等の種類
（集団健診に限る）
○特定健診等の健康診査
○がん検診

・胃がん ・肺がん、肺がんCT ・大腸がん
・乳がん ・子宮頸がん ・前立腺がん

○腹部超音波検診
○骨粗しょう症

Web予約開始

利用方法
①「西条市健診予約システム」
に利用者登録をする。
②希望する健診項目を予約する。
③予約完了後メールが届く

サンプル画面

スマートシティ構築関連事業
「成人健康診査予約システム導入事業」

成人健康診査予約システムを導入することで、健
康診査やがん検診等の予約が２４時間申込可能とな
り市民の利便性が高まるほか、健診等受診率の向上
を目指します。

５

健康診査・がん検診



①一緒に見守り
朝、昼、夕方の写真で見守り
（家族同士のやり取りは見られ
ません。）

②コミュニケーション

家族がスマホなどで
撮ったビデオや写真を
ＳＮＳを通じて送れます。
おばあさんが前に来る
と「写真が届いたよ」と
ロボットがお知らせして
テレビに表示します。
おばあさんから家族へ
音声メッセージを送るこ
とも出来ます。

「コミュニケーション・ロボットを活用したゆるやかな高齢者への見守り支援事業」

クラウド
見守り（ＳＮＳ）
サービス

インターネット

①写真撮って
いい？

③明日の天気
教えて？

②ビデオが
届いたよ

家族（長男）

①

①

②

②

①見守り

朝、昼、夕方の3回、おばあさんが
ロボットの前に来ると「写真を撮って
いい？」と聞いて、OKすると写真を
撮ってＳＮＳに送ります。室内の温度
や湿度が確認できます。
家族はスマホやパソコンで何時でも、
どこでも写真を確認できます。
緊急時は家族が遠隔操作で部屋
の写真を撮ってＳＮＳに送ることもで
きます。

③音声リクエスト
おばあさんがロボットに問い
かけると、天気予報、ニュース、
時間などを答えてくれます。
決まった時刻や、顔を合わせた
時に、ロボットから挨拶や声かけ
をします。

お母さんの様子が簡単に
分かって安心！

一人暮らしの
おばあさん

ロボットが話しかけ
てくれて、気分
転換になるわ。

PaPeRo
i

①

ケアマネジャーなど

【ＳＮＳとは】
ソーシャル・ネットワーク・
サービスのこと。音声や
写真等を簡単にやり取り
できる仕組み。

ＳＭＡＲＴ ＳＡＩＪＯ ～支援・見守り・安心・ロボット・つながり～

高さ：約30cm 幅：約20cm
重さ：約2ｋｇ

スマートシティ構築トライアル事業
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スマートシティ構築関連事業 「ＩＣＴを活用したスマートスクール実証事業」

実証地域 愛媛県西条市

実証校名 西条市立神戸小学校、壬生川小学校、西条東中学校 （３校）

実証概要 学習系・校務系データの連携による最適な学習指導、学校経営、政策立案、指導
力の改善、教職員の負担軽減、理想的なクラウド活用による満足度の向上の実証

学習系・校務系データの一体感を持った連携を目指して

児童生徒カルテ

学習履歴等を効果的に集計・
分析することで、エビデンス
に基づいた個別指導を実現

クラスカルテ

児童生徒の授業等の意識、ま
たその変容を可視化すること
で、授業計画・学級経営・学
校経営への反映を実現

自治体カルテ

ICTの活用状況の俯瞰及び市
内全体の各種状況把握により、
エビデンスに基づいた教育施
策の立案を実現

活用事例ポータル

ICTを活用した授業実践事例
や教材を蓄積・共有すること
で、指導力の向上、好事例等
の伝承の仕組みを構築

出欠席集計の自動化

教員用タブレットで出欠席を
リアルタイムに入力すること
でさらなる効率化と迅速な全
体把握を実現

グループウエアの発展的活用

次世代にふさわしいポータル
画面を構築することで、一体
感ある理想的な情報共有のあ
り方を目指す

教職員の負担軽減

校務の効率化、テレワークシ
ステム等により、教職員の負
担軽減、業務改善、ワークラ
イフバランスの確立を図る

理想的なクラウド活用

セキュリティ強化、コスト削
減、生体認証等によるスマー
トなクラウドの活用を図り、
全ての利用者の満足度を向上
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ＩＣＴを活用したスマートスクール実証事業 ネットワーク概要図
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